
年度
第　　　　号
損    害    調    査    報    告    書
（工事件名）
  　年　月　日
下記の資料を添え、報告します。
記
    １  損害調査一覧表
    ２  事後調査箇所案内図
    ３  損害調書（工事内訳書、調査概要調書、修理図面、その他関係書類）
下水道建設株式会社
  現場代理人  甲野  太郎  　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡員）
（Ａ４タテ）
損害調査一覧表
	工事件名
	
	受注者
	

	整理
番号
	物件所有者
	構造
延床面積
	損害見積額
	当該地状況
	備考

	
	
	
	
	側線から
の距離
	掘削深
	地質
	沈下
最大
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	合計
	
	
	
	
	
	


（注）開削工事の地質は掘削床付の地質を記載する。（立坑工事含む）
　　　シールド・推進工事の地質は、掘削部分の地質を記載する。　　　　　　（A４タテ）
損　害　調　書
工事件名　
	整理番号
	
	物件所在地
	

	
	
	所有者住所
	

	用途
	
	種別
	
	延面積
	
	経過年数
	

	工種
	単位
	数量
	金額
	備考

	
	　
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	

	工事概要
　　
―　　―　　


（注）複合処理した物件は、工事概要欄の右上に前回工事の件名、受注者名、調査会社名を記入する。
（Ａ４タテ）
工　事　内　訳　書
	名称
	形状
	単位
	数量
	単価
	金額
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


（　　頁）
（注）数量計算書を添付する。
（Ａ４タテ）
調　査　概　要　調　書
	整理番号
	
	事後調査年月日
	　　  年  月  日

	仕
上
表

	階別
	室　名
	床
	巾木・腰
	内　壁
	天　井
	備　考

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	調　　査　　概　　要
	そ　　の　　他

	1
	建物の傾斜(全体・部分)
	拡　大
	構　　　　造　 
建物延床面積　　          ㎡
基　　　　礎　　
外　　　　壁　　
　　 塀　　 　　
構造資料の使用　　（有　・　無）
建物調査床面積　　　 　　　 ㎡
工作物調査面積　　　　－　　㎡
工作物調査延長　　　　－　　m
(擁壁  高さ2.5m  構造計算必要)

	2
	基礎の亀裂( 箇所)
	発　生
	

	3
	床の(傾斜・不陸)
	拡　大
	

	4
	内壁の(亀裂・散り切れ)
	発生、拡大
	

	5
	外壁の亀裂(工事面・右・左・裏)
	発生、拡大
	

	6
	タイルの亀裂(台・浴・便・玄)
	発　生
	

	
	タイルの目地切れ(台・浴・便・玄)
	発　生
	

	7
	建具建付不良
	発　生
	

	8
	(屋根・外壁)からの雨漏り
	発　生
	

	9
	塀の傾斜
	拡　大
	

	
	塀の亀裂
	発生、拡大
	

	10
	土間コンクリートの亀裂
	発　生
	

	11
	排水の不良
	変化なし
	

	12
	その他（　　　　　　　）
	　　　　　
	

	
	
	
	


（注）非木造の揚屋積算の際は、その他欄に構造資料の使用の有無を必ず表記する。
（Ａ４タテ）
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